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研究概要

都市再開発、エリアリノベーション、ライフヒストリー

「リニア・インパクト」を見据えた都市戦略
―名古屋駅西側の再編をめぐる「まちづくり体制」の構築―
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地域社会学、「都市再生」の社会学、まちづくり研究専門分野
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リニア開業により、名古屋駅西側の企業構成、地域社会構成が、大
きく変化します。この地の主体が、いかなる意志を持ち、いかなるアクショ
ンを起こすか。「駅東」とは違う「駅西」の魅力を残しつつ、持続可能な発
展をとげるには、地域主体の動向が重要です。
「リニア・インパクト」に対峙するために、駅西はどのような開発を構想し

ていくのか。この地の再開発・エリアリノベーション・まちづくりの展開をアク
ション・リサーチしています。

研究者からのメッセージ

経済・経営

第3回名古屋市立大学
リニア・シンポジウム

最終更新日 2020/12/2
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●別所良美・林浩一郎編，2017，『名古屋駅西におけるリノベーションま
ちづくりの可能性――「現代の家守」と持続可能な都市と地域社会を考え
る』．
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「リニア・インパクト」は、JRや行政や大
手ディベロッパーだけが起こすものではあ
りません。それを活せるか否かは、他でも
ない地域に生きる市民自身にかかってい
ます。

地域社会学会、日本都市社会学会、東海社会学会など

https://nrd.nagoya-cu.ac.jp/profile/ja.3436ac179a0ec2ef.html

今後の展望
名古屋駅西エリアを活性化させるため、民間・行政・大学が連携し
た共同行為を目指します。同時に、新自由主義化された開発主
義のなかを、人びとがいかに生き延びるかを研究しています。


